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PRESS RELEASE 
 
2022 年 3 月 14 日 

アッヴィ、ABBV-951（ホスレボドパ/ホスカルビドパ水和物）について、進行期 

パーキンソン病患者さんの治療薬として、日本における製造販売承認を申請 

 パーキンソン病は患者数が増加傾向にある指定難病 1 

 ABBV-951 は外科的手術を必要としないホスレボドパおよびホスカルビドパ水和物の持

続皮下注射剤 

 パーキンソン病治療におけるアンメットニーズに応える、新たな治療選択肢の可能性 

 

アッヴィ合同会社（本社：東京都港区、社長：ジェームス・フェリシアーノ）は、本日、ABBV-951（ホスレ

ボドパ/ホスカルビドパ水和物）について、進行期パーキンソン病患者さんの治療薬として製造販売承

認を申請しました。ABBV-951 は、レボドパ/カルビドパ（以下、「LD/CD」）の分子構造を改良してアッヴ

ィが開発した、ホスレボドパ/ホスカルビドパ水和物から成る製剤であり、外科的手術を必要としない持

続皮下注射剤として開発中です。 

 

パーキンソン病は、中脳の黒質にあるドパミン神経細胞が壊れ、ドパミン産生量が減ることによって発

症します。大脳皮質からの指令が筋肉に伝わることによって体は動きますが、この大脳皮質の指令を

調節し、体の動きをスムーズにしているのがドパミンです。 ドパミンが減ると、体が動きにくくなったり、

ふるえが起こりやすくなったりします。そのためパーキンソン病は、振戦（ふるえ）、筋固縮、動作緩慢

や平衡障害などの症状を特徴とした進行性かつ慢性の神経障害であり 2、根治療法は未だ見つかって

いません。パーキンソン病は 50 代ごろから症状がみられ、日本国内における患者数は約 16 万人と

年々増加傾向にある指定難病です 1。 

 

現在、パーキンソン病薬物治療では、LD/CD の併用が標準治療とされています 3。レボドパ（以下、

「LD」）は脳内で代謝されドパミンに変わりますが、末梢（脳内に移行する前）の段階で代謝されてしま
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うと脳内へ移行できなくなります。そのため、末梢での LD の代謝を抑えるカルビドパ（以下、「CD」）の

併用により、LD が脳内で代謝され、ドパミンに変わることで効果を発揮します。 

 

しかし、疾患の進行に伴い脳内のドパミン濃度が不安定になり、経口 LD/CD 薬の頻回な服用が必要

となります。一部の患者さんでは平均 10-11 錠/日の経口投与により、患者さんおよび介護者の双方の

負担が大きくなります 4。また、疾患の進行に伴い、経口薬、貼付薬、皮下注射剤といった治療では適

切な症状のコントロールが困難となることがあります。こうした症状のコントロールが困難な進行期パー

キンソン病患者さんに対する治療選択肢として現在利用可能な治療方法は、手術を必要とするデバイ

ス補助治療が主となり、侵襲性が低く、入院や術後の管理などの患者さんへの負担が少ない、新たな

治療選択肢へのアンメットニーズがあると考えられます。 

 

アッヴィはこうした状況を背景に ABBV-951 の開発に着手し、このたび国内での製造販売承認を申請

しました。今回の申請は、複数の第 I 相/III 相臨床試験の結果に基づいています。なお、日本と同様に

アンメットニーズが存在する世界各国においても、今後 ABBV-951 の申請が予定されています。 

 

パーキンソン病について 

パーキンソン病の患者数は全世界で 1,000 万人以上といわれています 5。パーキンソン病は振戦、筋

固縮、動作緩慢および平衡障害を特徴とする進行性かつ慢性の神経障害です 2。パーキンソン病の運

動症状は、脳におけるドパミン産生細胞の消失によって引き起こされ、ドパミン産生細胞の約 60～

80%が消失した時点で発現し始めます 2。症状は経時的に緩徐に悪化し続けます 6。パーキンソン病に

対する根治的治療法は知られていませんが、症状の軽減に有用な治療法があります 7。 

 

パーキンソン病が進行すると、「オン」状態（症状が概ねよく制御されている）から「オフ」状態への変動

が起こります。この間、振戦やこわばりが再び出現し、動作がさらに困難になります 8。日常活動を著し

く妨げるジスキネジア（不随意運動）が現れることもあります 9。運動機能の日内変動やジスキネジア等

の運動合併症の発現は、病気の進行とレボドパ濃度の変動に起因し、治療開始 2～5 年後に 50%、治

療開始 10 年で約 80～100%の患者さんで報告されています 9。 

 

ABBV-951 について 
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ABBV-951（ホスレボドパ/ホスカルビドパ水和物）は、持続皮下注射用の LD/CD のプロドラッグ溶液で、

経口治療薬で運動症状を制御できない進行期パーキンソン病の治療薬として現在試験が進行中です。 

 

神経疾患領域におけるアッヴィ 

アッヴィは、神経・精神障害を抱える患者さんがその人らしく生きるため継続した取り組みを行っていま

す。この未踏の地への挑戦を重ねるごとに、患者さん、介助者や臨床医の皆さんのためにソリューショ

ンを発見し提供していくという固い決意と情熱を抱き前進しています。当社の神経疾患領域のポートフ

ォリオは、アルツハイマー病、双極性障害、うつ病、片頭痛、パーキンソン病、脊髄損傷、脳卒中後痙

縮、統合失調症、脳卒中等の神経・精神障害に対する承認された治療法と強固なパイプラインで構成

されます。 

 

当社は神経疾患分野の研究に積極的に投資を行っており、マサチューセッツ州ケンブリッジおよびドイ

ツのルートヴィヒスハーフェンに研究施設 Neuroscience Discovery を構えます。当社はこの難しい治

療領域における研究とレジリエンスにより、神経・精神障害についての病態生理への理解を深め、

人々の生活に変化をもたらす疾患修飾療法へと繋がる可能性のある創薬ターゲットを探求しています。 

 

アッヴィについて 

アッヴィのミッションは現在の深刻な健康課題を解決する革新的な医薬品の創製と提供、そして未来に

向けて医療上の困難な課題に挑むことです。患者さん一人ひとりの人生を豊かなものにするため次の

主要領域に取り組んでいます。免疫疾患、がん、神経疾患、アイケア、ウイルス、ウイメンズヘルス、消

化器疾患、さらにアラガンエステティクスポートフォリオの製品・サービスです。アッヴィの詳細について

は、www.abbvie.com をご覧ください。Twitter アカウント@abbvie、Facebook、Instagram、YouTube

や LinkedIn やでも情報を公開しています。 

 

日本においては、1,400 人を超える社員が、医療用医薬品の開発、輸入、製造販売に従事していま

す。自己免疫疾患、肝疾患、神経疾患、がんの各領域を中心に、患者さんの人生を豊かにしたいと願

い、日々の業務に取り組んでいます。詳しくは、www.abbvie.co.jp をご覧ください。 

 

 

 

https://www.abbvie.com/
https://twitter.com/abbvie
https://www.facebook.com/AbbVieGlobal
https://www.instagram.com/abbvie/
https://www.youtube.com/user/AbbVie
https://www.youtube.com/user/AbbVie
https://www.linkedin.com/company/abbvie
https://www.abbvie.co.jp/
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